
（別紙３）

～ 令和6年　8月　31日

（対象者数） 47 （回答者数）
38

～ 令和６年　８月　31日

（対象者数） 19 （回答者数）
17

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

イベント係を中心にミーティングを行いプログラムの改善を

図っていく

2

引き続き継続していく

○事業所名 スーパーキッズ宮ノ内校

○保護者評価実施期間
令和６年　8月　１日

○保護者評価有効回答数

令和6年　８月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和6年　９月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所が公表している支援プログラムは事業所の提供する支

援内容に合っている

事業所の職員から共感的に支援されている　事業所の活動プ

ログラムは固定化されないように工夫されている

イベント係がイベント時の子どもたちの様子や保護者からア

ンケートをとるなどしてイベントに生かしいる

事業所の活動プログラムは固定化されないように工夫されて

いる

毎月プログラムを見直し更新している

事業所における自己評価総括表公表



3

定期的に研修を行い職員の専門性を高めていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

保護者参加型のイベントを企画したり、日曜日に事業所を開

放するなど計画していく

子どもの特性等に応じた専門性のある支援が受けられる　子

どもは安心感をもって通所している

職員一人一人が専門性を持ち子どもたちと関わり支援してい

る

父母の会や保護者会などがない

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の他の子どもとの交流の機会が少ない

家族支援プログラムが少ない

保護者や子どもの意見を聞きながら必要に応じて計画する

必要に応じて計画する


